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づく指導方法の工夫・改善－」として 2017 年 12 月４日
に「保育士養成課程等の見直しについて～より実践力の
ある保育士の養成に向けて～（検討の整理）」及び 2018
年 10 月に発表した「これからの保育士養成における領
域表現（造形）指導における提案」をもとに、「保育内
容（造形表現）の理論と方法」「図画工作」における実
践内容及びその成果と課題について報告した。
　今回の授業改革による実践の成果としては以下のこと
があげられる。
・ シラバス（授業カリキュラム）の抜本的な改訂により、
個人的な造形表現のスキルアップに留まりがちであっ
た授業内容が保育現場での活用を目標とした内容へと
変貌した。
・ アクティブラーニング型授業形態により、就学前の造
形表現に対する学生の課題意識や課題解決に向けた意
欲が高まった。
・  ICT機器（拡大投影機・PowerPoint とプロジェクター）
を利活用した指導方法により、世代の保育士に求めら
れる活用能力が高まってきた。
　また今後の課題としては以下の点があげられる。
・ 制作時の園児に対する声かけや完成作品に対するコメ
ントにおけるボキャブラリーの不足が課題である。カ
ウンセリングマインドを意識したコミュニケーション
能力向上のためのカリキュラムや資料、ワークシート
の工夫が必要である。
・ 授業で身につけた指導スキルを、学生たちが実習以外
で試す場（保育園・幼稚園・子ども園・各種施設等）
の開発が必要である。
・ 小学校における英語活動が 2020 年から大きく変わる。
英語が小学校５、６年生では「教科」となり成績評価
され、３、４年生から「外国語活動」が導入される。
既にある自治体では小１から独自教科「英語科」を実
施しており、今後園児の時期から何らかの形で英語に
慣れ親しませることが求められることは想像に難くな
い。このことを踏まえ、「保育内容（造形表現）の理
図６　柳川幼稚園での園児の制作風景
図７　園児の作品を使った声かけの模擬授業
　模擬授業における禁句は次のような言葉である。
　「すごいね。」「上手だね。」「しっかりかけたね。」
　「本物みたいだね。」このような曖昧模糊とした表現は
できる限り避けるように指導した。逆に積極的に使う
とした言葉は次のような言葉である。「先生はここが好
き。」などのマイメッセージ、「ここの色はどうやったら
作れたの？」という問いかけ、「この車でどこまで行く
のかな？」といった子どものイメージを広げる声かけな
ど、カウンセリングマインドを意識したコミュニケー
ションである。この授業後、「絵を描くという活動は、
保育士の考える完成作品に近づけることだけが重要なの
ではなく、活動の過程で子供たちの自己存在感が高まる
ようなコミュニケーションをとれる時間なのだと気づけ
た。」とワークシートに振り返っている学生もいた。反
－ 63 －
論と方法」や「図画工作」の授業において、園児が英
語と触れ合い楽しめるような教材の工夫・開発にも取
り組ませる必要がある。
　以上の成果と課題をふまえ、更に研究実践を継続しな
がら、未来を見据えた保育士の養成大学としての責務を
果たしていかなければならない。
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